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          「名神高速道路開通記念」切手  (1963 年 7 月 15 日発行) 
 

           「名神
めいしん

高速
こうそく

道路
ど う ろ

」(濃紺)と「新名
しんめい

神
しん

」(赤) 
 
 
新名神が開通した 
 
２００８年２月２３日、小雪のちらつく寒い日、「新名神

しんめいしん

」の三重県亀山
かめやま

から滋賀県草津
く さ つ

田上
たなかみ

までが、開通した。真新しい道路に白線がくっきりと引かれている。近江
お う み

大鳥
おおとり

橋はア

メリカの女性デザイナーが、日本の鶴を思い描いて設計しました。ほかにも、穴太積
あの うづみ

とい

う昔のお城に使われたような石垣もあるから、景色を見ながらドライブを楽しむこともで

きます。石垣には工事でほりだした岩を使っています。 
 「新名神」で行けば、渋滞

じゅうたい

もないので、今までよりずっと早く着くことができるように

なりました。 
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               「新名神
しんめいしん

」近江
お う み

大鳥
おおとり

橋 
 
 

「新名神
しんめいしん

」穴太積
あの うづみ

の石垣 
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 みんなは、お父さんやお母さんの運転で、遊びにでかけるとき高速道路で行くことがあ

りますね。でも、５０年前には、舗装
ほ そ う

された道路はめずらしく、道路は雨が降ると、ぬか

るみだらけになってしまいました。もちろん、高速道路はありませんでした。 
 
 それでは、日本ではじめて高速道路ができた頃の話をしてみましょう。 
 
クロソイドって何 

 
 「名神

めいしん

高速
こうそく

道路
ど う ろ

」ができたのは、１９６３年のことで、滋賀県栗東
りっとう

から兵庫県尼崎
あまがさき

でし

た。「新名神
しんめいしん

」は東京や名古屋に早く行けるよう、国道１号や江戸時代の東海道のように大

阪から名古屋の間は大体
だいたい

まっすぐなルートですが、「名神高速道路」は金沢や富山にも近く

なるように、少し北側のルートに建設しました。 
 
 「名神

めいしん

高速
こうそく

道路
ど う ろ

」ができて間
ま

もないころ、観光
かんこう

バスに乗って、はじめて高速道路を走り

ました。そのころの道路といえば、舗装
ほ そ う

のない穴
あな

ぼこだらけの砂利
じ ゃ り

道
みち

がほとんどでした。

高速道路に入ると、信号
しんごう

で停
と

まることもこともなく、乗
の

りごこちの良いのに感動
かんどう

しました。

バスガイドが、「急
きゅう

ハンドルを切らなくてもスムースに曲
ま

がれるような新しい設計
せっけい

です。」

と説明
せつめい

してたのを憶
おぼ

えています。 
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土木
ど ぼ く

の勉強
べんきょう

をはじめた、大学生になってクロソイド曲線
きょくせん

ということを知りました。クロ

ソイド曲線というのは、カタツムリや巻貝
まきがい

の殻
から

の渦巻き
う ず ま き

みたいならせん形
けい

をあらわす

専門用語
せんもんようご

で、直線とカーブをスムースに結んだ曲線を言います。自動車のハンドルを切る

と、徐々
じょじょ

にきついカーブを曲がり、ハンドルを戻
もど

すときついカーブからだんだんと直線に

なる実際の自動車の走り方に近いカーブのことを言います。道路のカーブに合わせてゆっ

くりハンドルを切れば、自動車はスピードが速
はや

くても、転
ころ

んだり車線
しゃせん

からはみ出さないで、

走ることができます。 
 
 しばらく走ると、トンネルにはいりました。オレンジ色の明るい照明

しょうめい

に驚く
お ど ろ

のと同時に、

友達の顔がみんな灰色
はいいろ

になっていることに、さらにびっくりしました。ナトリウムランプ

といって、トンネルの中が自動車の排気
は い き

ガスで曇
くも

っていても、前方がよく見えるように、

オレンジ色の照明
しょうめい

にしているのでした。自動車のフォッグランプがオレンジ色なのと同じ

です。オレンジ色のフォッグランプを点けると、霧
きり

の中でも前方がよく見えるので、安全

に自動車を運転
うんてん

することができます。 
 
５０年前の日本の道路 

 
１９５５年頃の道路（出典②）
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 １９５６年にアメリカからワトキンス調査団
ちょうさだん

が来日して道路
ど う ろ

を調査
ちょうさ

しました。そして「日

本の道路は信じがたいほど悪い。工業
こうぎょう

国
こく

にしてこれほど完全
かんぜん

にその道路網
どう ろもう

を無視
む し

してきた

国は、日本の他
ほか

にない。」と、非常に悪く言いました。しかし、「日本には高い技術力
ぎじゅつりょく

はあ

るし、高速道路ができれば、日本はもっと発展する。世界銀行がお金を貸せば、早く高速

道路をつくることができる。」と言って、アメリカに帰りました。 

 

そのころの日本には、お金持ちはあまりいませんでした。日本の戦後
せ ん ご

復興
ふっこう

はめざましい

ものでしたが、日本の技術を利用して豊かな国になるには、安くて早く、人や物を運ぶこ

とのできる道路を急いで造
つく

らなければなりませんでした。日本の自動車の台数は１９４５

年度末約１４万台しかありませんでしたが、１９５６年度末には１００万台を突破するほ

ど増加しました。しかし、全部で２万４，９１５キロメートルあった１級国道でさえ２０％

位しか舗装されていいませんでした。雨が降ると、ぬかるみで動けなくなった自動車を人

が押していることも珍しくありませんでした。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９５５年ころの 

交通混雑状況 

  （出典⑥） 
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高速道路の設計 

 

道路のような、だれもが使う公共
こうきょう

施設
し せ つ

は、無料
むりょう

で使えるように、税金で作るのがふつう

です。でも、そのころの日本には高速道路を建設するだけのお金はありませんでした。そ

こで、世界
せ か い

銀行
ぎんこう

からお金を借りて高速道路を建設し、利用する人から通行
つうこう

料金
りょうきん

をもらって、

借りたお金を返すことにしました。 

世界銀行から建設費を借りて、外国の建設会社でも工事ができるようにしていたので、

「名神高速道路」の設計図
せっ けいず

はすべて英語が使われていました。１９８０年代まで、日本
に ほ ん

道路
ど う ろ

公団
こうだん

の設計図
せっ けいず

は英語でした。「名神高速道路」を建設するのに、外国から専門
せんもん

の技術者に来

てもらって高速道路の作り方をおしえてもらいました。クロソイド曲線
きょくせん

などの設計
せっけい

方法
ほうほう

は

ドイツ人技術者のドルシェさんやアメリカ人のソンデレガーさんにおそわりました。高速

道路を建設するために使う土砂
ど し ゃ

や舗装
ほ そ う

材料の検査をする試験
し け ん

方法
ほうほう

はアメリカ人技術者のラ

ブさんにおしえてもらいました。また、橋やトンネルは外国の書物を日本語に訳
やく

しながら

設計しました。当時の日本道路公団の技術者は、ドイツの「アウトバーン」という高速道

路の設計図面を１万円で買って勉強したそうです。月給が１万５千円くらいだったので、

ずいぶん高いのですが１枚しか買えなかったそうです。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８０年代 

秋田自動車道 平面図 
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それまで日本になかったような、大きな橋や新しい形式の橋を設計するためには、模型
も け い

実験
じっけん

で計算通りの強さになっているか確かめました。本物と同じ大きさの模型
も け い

を作って、

本物のトラックで走ったり、手さぐりしながら高速道路の設計や工事をしたそうです。 

天王山
てんのうざん

トンネルや梶原
かじわら

トンネルでは鉄材で崩れるのを防ぎながら掘りました。それまで

の日本では材木でトンネルを支えながら掘り進めていましたが、鉄材を使ったので、安全

に速くトンネル工事をすることができました。 

 

高速道路の機械化施工 

 

「名神高速道路」は橋やトンネルの区間は少なく、ほとんどの区間は自然の山を削り、

その削った土砂
ど し ゃ

を盛って建設されました。たくさんの土を掘ったり盛ったりするためのブ

ルドーザーやショベルカーのような大型の機械
き か い

を全面的
ぜんめんてき

に使いだしたのも名神高速道路工

事が最初です。そのころの工事といえば、人がスコップで地面を掘って、土を“もっこ”

で担いで運んでいたようなものばかりでした。大きなブルドーザーやユンボは山奥のダム

の工事じゃないと見ることはできませんでした。 

 

       「名神高速道路」 山科
やましな

試験工区での盛土 （出典②） 
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  「名神高速道路」 大型建設機械による工事 （出典⑤） 
 

     「名神高速道路」 乙訓
おとくに

地区 サンドドレーン工事 （出典②） 
（やわらかい地盤

じ ば ん

から水をすいとり固くした）
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 それまで、日本では小型のブルドーザーていどしか作られていなかったので、道路工事

には米軍から払いさげられたものが使われていました。そこで、日本道路公団は外国から

建設機械を輸入して、それを建設会社に貸して、工事を進めました。 

自然の山を削
けず

るとき、角
かど

ができないようラウンディングといって丸く仕上
し あ

げました。今

では木がしげり、もとの山と人間の削
けず

ったところとの境
さかい

がわからないような自然の景色に

なっています。 

 

工事現場のそばに住んでいる人たちのなかには、高速道路へはインターチェンジからし

か乗ることができないことを知らない人もいました。堤防より高い橋が建設される様子を

見て、「日本道路公団の技術者もたいしたことない、設計をまちがってあんなに高い所で橋

の工事をしている。悔
くや

しいからまちがいをみとめようともしない。」と、言ったそうです。

今では、全国に７，９００万台の自動車があり、一人一台時代ですが、１９５５年ころは

８０分の１の約１００万台しかなく、道路は歩いたり自転車の通行するところで、今のよ

うに車で行き来することはあまりなかったから、無理からぬことだったのでしょう。 

「名神高速道路」が開通するころには、自動車の保有台数も約５００万台に増えました

が、自動車の性能は、今のように良くなかったのと、ドライバーが高速運転に慣れていな

かったため、オーバーヒートする自動車が続出しました。 

 

高速道路でオーバーヒートした自動車 （出典②）
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高速道路の必要性 

 

「名神高速道路」の栗東から尼崎まで開通した次の年の１９６４年には「東海道
とうかいどう

新幹線
しんかんせん

」

が開業
かいぎょう

し、東京オリンピックが開催されました。今では、新大阪から東京まで「のぞみ」

で２時間２５分ですが、新幹線
しんかんせん

の開業当時は「ひかり」で４時間でした、それでも「東海

道新幹線」開業までは大阪から東京まで特急電車でも６時間４０分かかったのだから、お

おはばに短縮
たんしゅく

されたことになります。 

「名神高速道路」は、１９６５年７月１日に兵庫県西宮から愛知県小牧まで完成し、「名

神高速道路」につづく「東名
とうめい

高速
こうそく

道路
ど う ろ

」も、１９６９年５月２６日に愛知県小牧から東京

までのすべてができあがり、西宮から東京までの高速道路がつながりました。 

「名神
めいしん

」高槻バス停付近（改築
かいちく

前 １９９１年１０月） （出典④） 

 

 

開通当時は交通量も少なかったのですが、その後、日本の景気がぐんぐん良くなったの

で、交通量は予想以上に増えました。１９８２年ころから交通
こうつう

集 中
しゅうちゅう

による渋滞
じゅうたい

が発生し

だし、１９９６年には１年に５，０００回以上の渋滞
じゅうたい

が発生しました。そのため、混雑の

激しい吹田
す い た

から栗東
りっとう

の間で、それまでの４車線から６車線に増築
ぞうちく

することにしました。そ

のうち、トンネルのある区間は並行
へいこう

したトンネルを新たに建設したため、上り下りそれぞ

れ４車線づつの８車線になりました。改築
かいちく

工事は１９９８年に完成しました。
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         「名神
めいしん

」高槻付近（現在 ２００８年４月） 

 

大切なのは維持
い じ

管理
か ん り

 

 

 全国のどこからでも１時間以内に高速道路のインターチェンジに行けるようになるのも、

もうすぐになりました。高速道路で運ばれる新鮮な野菜や魚が、都会のスーパーマーケッ

トに毎日ならべられているのは当たり前になりました。でも、高速道路がないために、

急 病 人
きゅうびょうにん

や大
おお

けがをした人を大きな病院に連れて行くことのできない地方もあります。早く

全国に高速道路ができることが要望
ようぼう

されています。 

 高速道路につながる道路の渋滞
じゅうたい

もなくさなければなりません。人口の多い大都市ではい

つも渋滞が発生し、地方でも朝夕の通勤時間にははげしい渋滞が発生します。全国での渋

滞の時間は１年間に日本人一人当たり平均２５時間以上になるそうです。お金に換算する

と毎年約１０兆円も損をしていることになります。大阪や東京のまわりに高速道路が完成

して大都市を迂回
う か い

することができるようになれば、渋滞も少なくなります。 

 また、渋滞すると二酸化炭素の発生も増えます。自動車の速度が毎時２０キロメートル

から６０キロメートルになると、二酸化炭素の発生量は４０パーセントも少なくなるそう

です。日本の二酸化炭素発生量の２０パーセントは自動車から排出され、そのうちの半分

はマイカーから排出されています。だれもが高速道路を利用できるようにすることや、運

転するお父さんやお母さんが、エコドライブすることは地球温暖化防止にも役立つことに

ことになります。
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                 夜間の補修工事 

 

高速道路もなくてはならない身近なものになりました。日本ではじめての高速道路「名

神高速道路」も開通して５０年近くになりました。高速道路も人間の体と同じで、毎日の

手入れが必要です。みんなが毎日、歯みがきをしたり、お風呂にはいったりするように、

毎日そうじや草刈りをしなければなりません。道路の穴ぼこを埋めたり、橋のペンキも塗

り替えなければ病気になります。病気にならないように毎日点検をしています。みんなも

道路にゴミをすてたりよこさないようにして、楽しいドライブができるようにしましょう。 
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   トンネル（照明器具等）の点検 

                   橋の点検
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